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掘立柱建物考（縄文時代）

－秋田県の例を中心に－

冨 樫泰時＊

1はじめに

長野県阿久遺跡（原村)，岩手県西田遺跡（紫

波町)、群馬県中野谷松原遺跡（安中市)，秋田県

大湯環状列石（鹿角市)，青森県三内丸山遺跡な

どから縄文時代の掘立柱建物跡が発見され，しか

もそれは大形のもので純文時代の社会を考察する

うえで重要な要素の一つとなってきている．また，

縄文ムラの景観を考える上にも大きな比重をもっ

て考えなければならない構築物なのである．

秋田県内においても，大湯環状列石をはじめ，

高屋館遺跡伊勢堂岱遺跡など純文時代後期前半

の環状列石に伴う掘立柱建物跡が1980年代から発

見されはじめ，現在では15遺跡から発見されてい

る．今回はそれらを検証して，秋Ill県の縄文時代

の掘立柱の構築物がいつから作られ始め，どんな

規模で，どのような使われ方をしたのか等を考察

してみたい．

2掘立柱建物として報告されている遺跡

まず掘立柱建物跡と報告されている遺跡とその

建物を紹介しよう．

①池内遺跡（注1)

大館市池内字上野56～110に所在する．遺跡は

大館市街地の南部,JR花輪線東大館駅の南東1.6

kmにあり，米代川の右岸に形成された標高63-

6omの河岸段丘上にある.1992年から1995年まで

の4年間，国道(103号）改良工事に先立って緊急

発掘調査され,1997年3月，秋|Ⅱ県教育委員会か

ら発掘調査報告書（遺榊編）が刊行された．

この遺跡から．掘立柱建物は63棟確認されたと

報告書にある．その確認の仕方は，いろいろな制

約から「数棟の掘立柱建物跡プランを確認したに

とどまり，すべての掘立柱建物跡プランを縄張り

するまでには至らなかった」と記し，整理作業中

*秋|王|県立博物館

に「平面実測図と数値記録，埋士注記から机上で

の作業を行った．図化した掘立柱建物跡プランを

チェックしていないことから，縄文時代前期の掘

立柱建物跡とすることに異議もあった．しかし，

埋土の色調と土性が古代～現代の掘立柱建物の柱

穴ではないという結論に至った」とある．

実際に報告書の実測図と断面，各建物跡といわ

れる柱穴の規模，柱間の寸法，それに間数(IX

1.2×1.3×1.4×1.5×1.2×2.1×2)の種類の多さな

どからみて，あまりにも規則性がなく，全てが，

細文時代前期の掘立柱建物跡と結論ずけることに

疑l川をいだかざるを得ない．比較的まとまりと規

則性（柱穴の深さ）があると認められるSB1019,

1020,1021,1023,1036,1041,1050.1052,

1056,1064,1067,1074を見てみよう．建物の方

位は10棟が南西一北東で,1019と11023の2棟が南

東一北西である．間数はl×lが3棟，2×lが6棟，

3×lが3棟である．

l×lは1023,1052,1074である．その規模は第

1表の通りである.1023と1074はほぼ正方形に近

い形状であるが1052はいびつである．

－1－

第1表
遺構NO 桁行規模m 梁行規模m

1023 2．87 2．90

1052 3．04 2．66

1074 3．11 3．34

平均 3．16 2．96

②松木台Ⅲ遺跡（注2）図－5

河辺郡河辺町松測字松木台56-1外に所在する．

遺跡は秋田平野の南東端、JR奥羽本線和田駅の

南方1.4kinにあり，岩見川の左岸に形成された標高

39m前後の河岸段丘上にある．

1985年に東北横断自動車道秋田線の建設工事に

先立って緊急発掘調査が実施され，旧石器時代の
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の遺術は，中期末から後期初頭に位置ずけられる

という．

報告書で掘立柱建物跡としている遺構はSB

241,SB242とII平ばれているものである.6本柱

の長方形をなすもの(SB241)と4本柱の方形に

近い形をなすもの(SB242)の2種が確認されて

いる．それらの規模等は第3表の通I)である．

SB241は「主柱穴はPI～P6で径28～40cm,

深さ54～102cmをiり，士層断面の観察では径

20cmほどの柱痕跡が認められた．またPI～P2

間を除く各柱間に径20～32cm,深さ12～26cmの

ピットが伴っている.^］央側柱はteSOcm,深さ

50cmの櫛で結ばれており，この中にも径24cm,

深さ14cmのピットが穿たれている.(中略）床面

はほぼ平坦であるが北西側に向かって緩く傾斜し

ており、満を越えた部分が10cm程低くなってい

る．炉は2箇所に認められ，溝を挟んで両側に付

設されており，ともに地床炉である．南側の炉は

焼土が長径92cm,短径44cmの楕円形の広がり．

北側では径60cm程度のほぼ円形に広がっている．

ともに厚さ8cmほどで，焼土は床而下まで認めら

れるが，掘り込みを伴うものと捉えにくい」とあ

り、出土遺物は縄文時代の土器片7片等があり，

時期は早期末～前期初頭，中期の士器、後期初頭

の時期のものと報告にある．妥当な時期は後期初

頭とみるのが良いであろう．

SB242は，「4本柱(1間×l間）で，柱間距離

1.6～1.8mのほぼ方形を呈する建物跡である．柱穴

は径38～50cm,深さ52～64cmで,mともに径

20cm前後の柱痕跡をとどめる」とあり，二つの

遺構の特徴を次のように整理している．

SB241はⅢ層上面に2か所の焼土を伴うこと，

Ⅲ層上面が床面出あること，床面に中央側柱を結

ぶ溝があり，溝が建物を2分していること．これ

らから住居と把握することが可能とし,SB242

は、4本柱で方形であることを特徴とし，その性

格は推定|村雌としている．

④太川遺跡（注4）

大llll市内小友字浅川53-1外にある．迩跡は出

羽丘陵東縁に発達する丘陵地で．起伏量100m未

満の低位侵食面にある．遺跡は丘陵上のA区とそ

の下にあるi'I'積地のB区からなる．ここで扱う棚

石器約3250点，縄文時代中期の竪穴住居跡3棟，

配石遺構4基などが発見された.1997年にはII本

海沿岸東北自動車道の建設工事に先立って緊急発

掘調査が実施され、縄文時代中期末の環状集落跡

が確認され，それとともに掘立柱建物が発見され

ている.2001年12月秋田県教育委員会から発掘洲

査報告書が刊行された．それによって掘立柱建物

跡を紹介しよう．

報告書で掘立柱建物跡としている遺構は報告書

｢表7」によると20棟である．平面の実測図と観察

表（7，8）が有るのみで説|Ⅲが無く，この掘立柱

建物跡についての見解も記されていない．そこで

実測図等を参考にしてまとめると次のようにな

る．平面形をみると六角形のもの，長方形のもの

と大きく2種に区別できる．長方形のものは|H1数

によりl×lと2×lの2種に糸Ill分できる．また焼け

土の伴うものと無いものとがある．この区別によ

って作ったのが第2表である．

長方形をなすもので間数2×lで焼土のないSB

165とされた掘立柱建物跡とされた遺構が気にか

かる．この建物跡だけが他の建物跡とされた建物

を術成している柱穴より直径が約60cm～72cm,

深さ36cm～48cmとと大きく深い．柱間の|川陥も

等間隔で精度の高いものである．方位をみると

N-62'-Eである．これは夏至の時に太陽が昇

る位置，冬至の時に太'場が沈む方向に近い．そう

いう視点で検討して見る必要がありそうだ．

③上野台遺跡（注3）

西仙北町強首字上野台23-1外にある．迩跡は

雄物川の左岸の標高55m前後の台地上にある．遺

跡の西側に九升田沼があり，その西に河跡湖の乙

越沼が弧をえがいて存在している．

1987年に東北横断自動車道秋田線の建設工事に

先立って緊急発掘洲査が実施された．遺跡は，東

からA,B,Cの3地区にわけられて調査された．

その結果A区からは，縄文時代早期末，前期初頭，

中期中葉，中期末，後期初頭の土器，弥生土器等

と，中期中葉の竪穴住居跡2棟と時期不明の竪穴

住居跡1棟，土坑等が発見された.B地区からは，

後期初頭の竪穴住居跡1棟ほか土坑2基などが発見

された.c地区からは，竪穴住居跡5棟，掘立柱

建物跡2棟，土坑20基などが発見された．これら

７
－



立柱建物跡（報告書では建物跡としている）の発

見された地区はA区である．

1988年に東北横断自動車道秋H1線の建設工事に

先立って緊急発掘調査が実施された.A区は縄文

時代中期後葉の集落跡で，中期中葉の土器も若干

|Ⅱ土している．

報告書で掘立柱建物跡としている世構は9棟で，

柱穴はⅣ層をv層上面まで徐々に掘り下げて行く

過程とV層上面で検出したものである.SB22建

物跡等は．浅い竪穴を掘り低いながらも壁を持つ

椛造であったとする可能'性も捨て切れないとい

う．竪穴住居跡と掘立柱建物跡の区別は，「Ⅵ層

上面またはⅥ層中で壁の存在を確認できなかった

遺椛を建物跡，掘り込みの中にⅡ牌またはⅢ層が

堆積し，Ⅳ層上面またはⅣ層中で土色の違いとし

て|ﾘI暗に平面形を確認できたものを竪穴住居跡」

としている．柱穴の配置に規格性が認められるも

の4棟（SB22．30．32．89）は，長mm.短Ilil

l間で長軸中央にの両端にやや突きtfiて2本の柱を

もつ平面形が六角形をなし，巾に2カ所の焼土が

ある．外は石組炉(SB63),土器片|州い炉Is

B40),地床炉(SB51),炉のない(SB63

107)ものである．

規格性のある4棟の規模等は第4表の辿りである．

外にSB63,SB107は，平面形が五角形を呈

すること，炉跡がないことなどで共通する特徴が

あるように見受けられる．その規模は第5表の通

りである．

その他の建物跡は平面形が六角形(SB40),

台形に近い形を呈するSB51,卵形に近いSB62

がある．この3棟は土器片囲炉，地床炉，石囲い

炉としっかりした炉跡のあることが共通した特徴

といえる．

⑤ヲフキ遺跡（注5）

Ill利郡象潟町大砂川字カクチタ32外にある．遺

跡は日本海汀線から東約1kmほどの鳥海Ill北西山

瀧裾部の丘陵緩斜隻面上にあり，純文Ⅱ寺代前期から

'I'期，後期，晩期，弥生時代，中世等にわたって

の遺構，遺物が検出された複合辿跡で遺跡の而積

は3万㎡を超す．

1989年,1999年,2000年の3次にわたって，農

道工事，圃場整備事業に先立って緊急発掘調査が

一刻一
ジ

掘立桃雌物考（純文時代）

実施された．ここで扱う掘立柱建物跡等は第2次

調査で発見されたものである．

報告書で縄文時代の掘立柱建物跡等としている

遺構は東区の南西端から発見された1棟(SB38)

と柱穴列とした遺構(SA39)である．

SB38掘立柱建物跡は柱穴6本が亀'I｣形に並び，

長llll方位は南北方向である．中軸線の柱間の芯々

距離約3.4m,東西方向（短辺）の柱間の芯々距離

は23～2.4mである．四隅の柱穴は長径53～60cm,

深さは確認面から42～57cm,中軸線の柱は50~

60cm,深さは27cniで浅く独立棟持柱に相当する

と推測している．いずれの柱穴に根|茜|め石があり，

柱痕跡の直径は25cm前後である．

時期は縄文II手代後期前葉～晩期前葉としている．

SA39柱穴列はSB38の南3mの所に確認され

た．遺構は「<」形に3基の穴が並ぶ.SB38の長

軸線の柱筋の延長線上に位置している．東西両端

の柱間の芯々距離は2.2mである．柱穴は長径38-

47cmで，深さJ9～39cmで,SB38より小規模で

ある．2基に柱痕跡があ0その大きさは10cm前後

である．中央の柱穴には根固め石がある．報告書

では「本遺構は，その配置からSB38と同時に併

存した，もしくは連続的に建築されたものと判断

できる．しかし,SB38とは柱筋は通るものの，

柱間間隔は等間をとはならず，より大きく開いて

いる．さらに，柱穴規模はSB38と格差がある．

これらのことから，現時点では本遺構とSB38と

で落棟がつくような一連の構造物を構成したとは

想定し難い．よって，本遺構は現状の3基の柱穴

のみで構成されるものと判断し，ここでは柱穴列

としておく」としている．時期はSB38と同じ．

⑥特別史跡大湯環状列石（注6）

この遺跡は1931年に発見されて以来．地元の

人々の努力により保存が図られ．1951,1952年の

文化財保護委員会の発掘調査により、その重要性

が高まり,1956年には特別史跡に指定された．そ

の後，十和田町，鹿角市と自治体の名称は変われ

ども遺跡の保護の仕事は継承されてきた.1984年

から本格的に史跡の周辺の発掘調査が実施され，

現在も継続されている．その調査は純文時代研究

者に注目されつづけており，他の遺跡で環状列石

が発見されると常にこの大湯環状列石が参考にさ
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れ続けている．

この遺跡で掘立柱建物跡が確認されたのは，

1987年の発掘調査に於いてであった．その時の発

掘調査は万座環状列石の北西側のD区の発掘調査

であった．その時の調査で17棟の掘立柱建物跡が

確認され，その報告書で「柱穴の数及び柱配列」

から6類に形態分類されている．秋元信夫は「よ

れしる考古」（第6号）でさらにその数を増やして

8分類してさらに細分している（注7)．その後の

万座環状列石周辺の調査で，環状列石の周りに掘

立柱建物が存在していたことが明らかになった．

その数85棟以上に達する．それらの建物の規模を

鹿角市教育委員会から発刊された発掘調査報告書

により小畑厳が高屋館遺跡で行った方法でグラフ

にしてみたのがグラフlである．

これを見ると面積は12.5㎡，半径2.5mを境に大

小二つにグルーピングすることが出来る．大きい

規模の建物には秋元の分類に従えばⅡ類（六角形）

のものが圧倒的に多く,I類は3棟に過ぎない．

小さい規模の建物にはI類が24棟，Ⅱ類が21棟で

数においては大差はないが，このグループの中で

小型のものは圧倒的にI類が多いことが分かる．

さらに大グループは面積17㎡を境に大小に2分

することが出来そうだ．大のグループは全てⅡ類

小グループはI類が2棟あるだけで他はⅡ類であ

る．

小グループも同様に面積8㎡を境に2分出来る．

この中の大きいグループにはI類が12棟，Ⅱ類が

21棟，小さいグループにはI類がM棟，Ⅱ類が2

棟である．

野中堂環状列石は，全体の半分ほどが発掘調査

され15棟ほどの建物跡が確認されている．ここで

もⅡ類の建物が多く,I類は3分の1程である．こ

の環状列石でも規模を見てみると万座環状列石|司

様に12.5㎡の面積と半径2.5m前後を境に二つのグ

ループに分けることができる（グラフ2)．その中

でも小グループはさらに2分でき，その中で小グ

ループはI類が多く，大きいグループはⅡ類が多

い傾向が伺える．

万座，野中堂環状列石の周囲にある建物は，数

の上では万座の方が圧倒的に多いが規模の面では

ほぼ同様な傾向を示している．

－4－

これらの掘立柱建物について秋元は前記論文

で，万座環状列石の建物跡の分布に注目し，環状

列石の外帯から6mまでを環1,6m～12mまでを環

2,12m～24mまでを環3とし，それまで確認され

た建物25棟のうち22棟はその範囲に入ることを明

らかにし，環lにはⅡ類，環2にはI類，環3には

I類他の建物跡が分布する傾向のあるこを指摘

し，建物の特徴を8項目あげ「これらの建物は一

般の住居ではなく，祭祁にかかわる施設と考えら

れる．さらに，環状列石（墓域）に隣接し，個々の

lWu石墓と対応関係を有する可能性が高いことか

ら，葬送儀礼にかかわる施設と考えられる」と結

論づけた．

その後の発掘調査報告書(15)で藤井・花海が

分折を行い、広義の「祭IE施設」と捉えておきた

いとしている．

⑦高屋館遺跡（注8）

鹿角市花輪字館ケ沢にある．遺跡は米代川とそ

れに流れ込む花軒田川によってつくられた舌状台、

地の先端部の標高157m～160mに位置し，沖積地

の水田との比高差は40m～45mである.1988年，

1989年に秋田県農政部が計画した農免農道整備事

業に先立って秋田県教育委員会によって発掘調査

された遺跡である．その報告書により紹介しよう．

調査で検出された遺構は361基ある．その主な

ものは掘立柱建物跡26棟‘配石遺構9基，立石6基，

土坑126基などである．これらのほとんどは純文

時代後期前半のものである．遺物は縄文時代前期．

後期，晩期，弥生II寺代，平安時代のものがあり，

純文時代後期のものが主体である．

ここで扱う掘立柱建物跡は配石遺構が環状（約

直径35m)を呈すると推測され，その外側にl肥石

遺榊|司様に環状をなして発見された．

それらは，4本柱で構成され方形をなすもの3棟

B-lタイプ),6本柱で6角形をなすもの22棟

Aタイプ),6本柱で方形のもの1棟(B-2タイ

プ）である．

この中でSB03とSB04の切り合い関係から6

本柱の建物(Aタイプ）より4本柱の建物(Bタ

イプ）が新しい事が分かった．この二つの建物と

SB01とSB02のこれを「6本の柱のもの(Aタ

イプ）から4本の柱のもの(Bタイプ）への変遷



が認められる」とし，さらにAタイプのなかで最

低でも3期の変遷が認められるとしている．

これら26棟の建物跡が「主柱穴と考えられる4

つの柱穴がひとつの円の円周上にのってくること

がる．これは州立柱建物跡を建てるにあたって位

置を決める場合に，円を描いて柱の位置を決めた

のではないかと推定される．この円の半径をxm

に，掘立柱建物跡の柱で囲まれた範囲の而積をY

wにとったのが第148図である」として，半径

2.5m,面積13㎡を境に大形，小形に分けられる．

そして多くの建物跡が小形の部類に入り，半径

1.8m前後と半径2.2m前後に集中することを指摘し

ている．

最後に，掘立柱建物跡の性格について大湯環状

列石周辺遺跡発掘洲査報告書（4）の「墓域に隣

接し，墓域と密接な対応関係を有する施設である

ことから，箔（もがり），霊送りの場と考えられ

る」を引用し，その見解に従っておきたいと結ん

でいる．

⑧伊勢堂岱遺跡（注9）

北秋田郡麿巣mi脇ﾈIll字伊勢堂岱5－1外にある．

遺跡は米代川の左岸の標高43m前後の川岸段丘上

にある．本遺跡の発掘調査は，大館能代空港建設

に伴って，空港までのアクセス道路の計画が秋田

県によって立てられた．その建設工事に先立って

1995年,1996年の2年間行われ,1996年の調査で

重要な遺構（環状列石）が確認されたことから遺

跡のある地域の道路建設計画は変更され保存され

た遺跡である．

発掘調査の結果,A,B二つの環状列石等三基，

掘立柱建物跡35棟，土壌墓86基等が発見された．

その調査報告書が秋田県教育委員会から刊行され

ている．それにしたがって掘立柱建物跡関連につ

いて紹介しよう．

掘立柱建物跡は35棟確認されたが外に柱穴とさ

れたものの中に柱痕跡が確認できたものが沢山あ

ることを報雲告している．掘立柱建物跡は基本的に

環状列石に伴っている．環状列石Aに伴うもの7

棟，環状列石Bに伴うもの9棟，環状列石Cに伴

うもの19棟である．

環状列石CとBに伴う掘立柱建物跡は環状列石

A構築時の削土により覆われていたことから環状

掘立柱雌物考（縄文時代）

列石Aは環状列石B,Cより若干新しいとしてい

る．そして掘立柱建物跡も環状列石同様に何らか

の有機的な意識を持って選地し建て替えられてい

る可能性が高いことを指摘し，「建物を構成する

柱穴のなかには，柱痕跡の位置に牒や土器を入れ

たりする明確な廃絶行為を伴うものや，抜き取り

痕跡を持つものが多数見受けられる．このことか

らも，建物が環状列石祭祁に関わって構築された

のち，短い期間で解体されるということが，手続

きとしてごく普通に行われていたことをしめすの

ではないだろうか」としている．

これらの掘立柱建物跡を報告書の図から計測

し，高屋館遺跡の分析にしたがってグラフにした

のがグラフ3である．環状列石Aに伴う7棟の内5

棟は10㎡以下で小形のものが多い．環状列石Bに

伴うものもA同様で,Aよりもまとまりがある．

環状列石Cに伴う建物は10㎡以上でこの3環状列

石に伴う建物の中では規模が大きい．

⑨)坂ノ上遺跡（注10).図1．

図-1

－5－

夏至の日の日没

夏至の日の出
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秋田市I'LIツ小屋小阿地字坂ノ上にある．遺跡は

秋田市の南部に広がる御所野台地の西端の標高

41mにある.1974年,1975年に秋田市教育委員会

によって分布調査が実施された．遺跡は小阿地集

落の直ぐ東の台地で中央に沢が入り込みその北を

A地区南をB地区と呼んでいる．掘立柱建物跡が

発見されたのはB地区からである．秋田市教育委

員会から発刊された報告書によって紹介しよう．

報告書のなかでは掘立柱建物跡としては扱ってお

らず，「北西端の5F8グリッド内で地表から約
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22cmの深さで，石棒が立ったももの状態で発見

された．他に遺構は認められず．この石棒の周り

に四ツのピットがあり，石棒との関連が提示され

た.」とある．この四ツのピットが掘立柱建物跡

と考えられるのでここに紹介した．柱穴の大きさ

は確認nilでaが直径約28cm,深さ30cm,bが直

径約36cm,深さ35cm,cが直径約24cm,深さ

20cm,dが約50×40cm，深さ36cmである．各柱

間はa－bは1.24m,b-dは1.12m,a-cは

1.5m,c-d1.36mである．

石棒は柱穴aとdを結んだライン上にあり，柱

穴a-d(1.6m)のdから40cmの所に位置して

いる．これはa－dの4分の1の位置である．石棒

は流紋岩で長さ58cm,最大径10.5cm,重さ9.8kg

である．

この遺椛について報告書では住居内に存在した

とは考えられないこと，4本の穴は石棒を覆う施

設と考えられること，遺構のある場所が台地の突

端部にあること，石棒は建物の中央に位置してい

ない，ことなどから「石棒に対する信仰儀式等の

図－2地方遺跡

沢

20m

’

行為のためのスペースであるかもしれない」と報

告している．この遺榊は観察の結果，「二至二分

におけるⅡの出・日の入り」に関係するものと推

測されることが明らかになった（図－1）．

⑩地方迩跡（注11).図-2.

秋川iIj上北手猿田字堤ノ沢にある．遺跡は秋Ill

市の南に広がる御所野台地の北西側，標高46mの

所にある．遺跡の北西側から大きな沢が入り込み、

遺跡はその沢によって東西に2分されているよう

に見える.1986年に秋田市新都市開発整備事業に

伴って緊急発掘調査が秋田市教育委員会によって

実施された遺跡である．秋田市教育委員会からそ

の報告書が発刊されている．それによって紹介し

よう．

遺跡は純文時代中期と縄文時代晩期の2時期が

あり．中期の遺構は竪穴住居跡などが発見され中

期末の集落跡である．晩期の遺構は土塘墓が中心

で外に土:器棺墓，掘立柱建物跡，竪穴住居跡士

坑などがある．

報告書で掘立柱建物跡とした遺構は5棟である．

2号住居

沢
IB群

晩期の土拡墓・竪穴住居跡，掘立柱建物跡

－6－



晩期の土墳墓は大きく沢を挟んで東西に分かれて

いる．その西側の土壌墓群の東側に発見されてい

る．その規模は第6表の通りである．

報告書では土壌墓群と竪穴住居跡掘立柱建物

跡との関係を次のようにまとめている．

土壌墓群をI群からⅣ群に分け,I群，Ⅱ群は

西側に，Ⅲ群，Ⅳ群は東側にあり，「I群とⅢ群

に竪穴住居が1棟土墳墓に隣接して検出されてい

る．他に晩期の住居跡は発見されておらず．集落

とは考えがたい．2号住居跡は床面が赤黒<3層に

わたって焼面を形成している．これらは土壌墓と

密接な関係にある施設と思われる．またI群に隣

接して5棟のl間×l間の掘止柱建物跡がありこれ

も土壌墓との関連が考えられるかも知れない」と

いっている．

図－2を見ると西側の土壌墓群I,Ⅱ群）に

1棟の竪穴住居1号）が伴い，この竪穴を境にし

て掘立柱建物跡が南（2棟)，北（3棟）に分ける

ことが可能なようにみえる．この南の2棟の掘立

柱建物跡は土壌墓Ⅱ群に，北の3棟の掘立柱建物

跡は土壌墓群Iに伴うと考えられないであろうか．

図－3戸平川遺跡

遺構配置図

7
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⑪戸平川遺跡（注12).図-3.

秋田市添川字戸平川142-3外にある．遺跡は旭

川が仁別山地から丘陵地を経て秋田平野の沖積地

面した羽黒山丘陵の東端の標高30m前後の所にあ

り，丘陵の北西側は旭川の左岸にあたる．この遺

跡は東北横断自動車道秋田線の建設工事に先立っ

て1995,1996年の2ケ年にわたって秋田県教育委

員会によって発掘調査された．その報告書が2000

年に刊行されている.それによって紹介しよう．

発掘調査で検出された遺構は土坑（土壌墓を含

む）91基，掘立柱建物跡5棟，土器埋設遺構1基で

ある．時期は縄文時代中期，晩期中葉で主体は晩

期である．遺跡は中央部に沢が北から入り込んで

いて，その沢部をC区,c区を中に東側をB区，

西川をA区とした．遺構の大部分はA区から発見

され性目された漆器等を含む多くの遺物は沢のB

区から出土したものである．

掘立柱建物跡はA区から発見され,SB160と

161,SB162と163は重複している．それらの規

模は第7表の通りである．

SB161,SB163の掘り形の中に柱根（クリ材）

篭

･眉ト
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が残っていた.SB161はLEIの建て替SB162と

SB163の北辺のラインが平行していることから，

SB162の北辺を基準にして建て替えたと判断し

ている．また,SB163とSB164が規模やプラン

がほぼMじであることを指摘している．これら5

棟の掘立柱建物跡の時期は純文時代晩1ﾘ1中葉であ

るという．

まとめでは「州11立柱建物跡は，南北に連なる土

坑墓群とは位置を異にし，洲査区の北東端から|榊

東端の極めて傾斜の緩い斜llllに構築されていて、

南北に連なる土坑墓群と亜な0合うことが無く，

その配世は特徴的である．建物の掘形|ﾉ､lにはクリ

材を利川した柱根が残っており，最も太い柱根は

直径40cmほどのものがあることから,ffl当堅I.'.!

な建物であったことが想像される.SB160を除

く他の建物跡はいずれも1回の建て替えが伴い，2

回目の建物規模はl辺が4mほどの整った正方形と

なる．これらの建物が同時に何棟存在したかはIﾘl

確にできないが．土坑墓との位置関係を考1侭すれ

ば、その位置も相当計画的に選定されていたと考

えられ，葬送儀礼の中で建物の建て替えが一つの

区切りとなっていたとも想像される」と結んでいる．

土城墓の分布状態をよく兄ると標高26mの等尚

線を境にしてそれより高い地域に分ｲnするもの

と，それより低い地域に分布する土職墓とに分け

ることができるように見える．掘立柱建物跡がこ

れらの土城墓と直接関係があったとすれば，州立

柱建物跡のSB160,161は低い方の土城墓群に，

SB162～164は高い方の土職蕊鮮に関係する建物

と考えることが可能のように思われる．このよう

なあり方は．秋川市地方遺跡の状態と近似する．

⑫虫内I遺跡（注13)

平鹿郡Ill内村土淵字虫|ﾉ､J57にある．迩跡は西流

する横手川が横手撒地に出る手前の山|ﾉ1村柑野々

付近で黒沢川と合流し，流路を北に変える地点の

左岸（西側）の標高105m前後の段丘上にある．

遺跡の束に虫内沢が蛇行して枇手川に合流してい

る．この沢と描手川に挟まれた段丘が虫内々Ⅲ辿

跡，西側は虫内Ⅱ遺跡．さらにl'L|の高台が小IIIIV

遺跡である．

1991年～1993年まで東北枇断自動車道秋I｢|線の

建設工事に先立って秋田県教育委員会が緊急発Dili

－8－

調査した遺跡である．洲査の結果，土蛎墓171基、

土器埋設遺構153基，掘立柱建物跡，竪穴住居跡

等の遺術と旧石器時代縄文時代早期末，前期～

中期、後期，｜晩期前葉の土器，石器等が出土し，

その｢I'で後1ﾘl後葉～|兜期前葉が主体を占める．

発掘調査は洲査区を南北に大きく分け，南区を

南からI区．Ⅱ区，北区を北端をI区・中央をⅡ

区I竹端をⅢ区として進められた．

ル||立柱建物跡は北区からSB4086と呼ばれた1

棟，1櫛区からSB419,420,430と呼ばれた3棟が

発見されている．それらを1998年に秋Ill県教育委

員会から発刊された報告書により紹介しよう．

4棟のDili立柱建物跡の規模等は第8表の通りであ

る．

SB1086について,6水柱に囲まれた中に小穴

が2)k存在する．これが「本遺構に伴うとすると、

本遺椛は，本来，高床式建物であったとする想定

も可能であろう」としている.SB419の時期は

後期後葉(IVa1期),SB420の上限時期は大洞

PI～B2(IVa2～Ⅳblflj),SB430のの時期は大

洞Bl式(IVa2期）の可能性が高いという．また

柱穴の観察，覆土等の観察から「建物は建築後，

比I岐的短期|川のうちに解体されたものと想定して

おく．その際には柱穴に人形の円喋を充填したり、

土器を埋めるといった行為を認めることができ

ここではこれらは建物廃絶に伴う儀礼行為の一部

と判断しておく」としている．

この他に上谷地遺跡(III内村),八木遺跡（増

Ill川)、諏訪台C遺跡（大館市）があり，それぞ

れ数棟の州立柱建物跡が確認されているがここで

は省略する（注14).

3掘立柱建物跡の時期

2で掘立柱建物跡の発見されている遺跡を簡単

に紹介したがそれらの時期を見ると前期は池内

遺跡が1ケ所，中期が2ケ所．中期末～後期1ケ所，

後期が5ケ所,[晩期が3ケ所，後期～晩期1ケ所で

ある．

前期の池内遺跡は時期についてはっきりした記

述はないが，これらの迩術が報告書のとおり純文

時代のものであるとすれば，川土遺物から円筒下

層a～d式の時期になるであろう．



中期の松木台Ⅲ遺跡は大水9式～10式，太田遺

跡は中期後半の小集落跡と位置づけ，後期初頭に

1棟の住居が残るとある．現在までの土器型式の

分類では大木9式～10式にあたるものが主体であ

る．

後期の大湯環状列石，高屋館遺跡，伊勢堂岱遺

跡は後期前半の十腰内土器様式の時期を中心とし

た時期で．大湯環状列石は中葉の加曾利B式の時

期まであり，伊勢堂岱遺跡は十I嬰内土器様式より

古い時期の土器が出土しており，その時期まで測

る可能性がある．

｜晩期の地方遺跡の時期はI晩期全般にわたって遺

物があるが中葉の大fiiCl式土器の時期のものが

多いという報告である．掘立柱建物跡の時期につ

いての記述はない．

戸平川遺跡は晩期中葉，虫内I遺跡はSB419

は後期後葉～大洞Bl式を上限とする時期,SB

図－4太田遺
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420は大洞Bl～B2式,SB430は遺構の切り合い

|卿係から大洞BC式より古いという．

4掘立柱建物の出現と'性格について

捌立柱建物は「柱を直接土中に埋めて建てた」

建物を指す．この概念からすれば縄文時代の竪穴

住居でも平地住居でも，また高床の建物であって

も「柱を直接地面に埋めて」建てていれば掘立柱

建物である．発掘調査で柱穴跡が確認された遺構

はすべて掘立柱建物となるのである．それを竪穴

住居などと区別できるのは，発掘者が識別できる

ように地面を掘り凹めているか否かにかかってい

る．その識別は赤土を掘り凹めているか否かで識

別されてきたといってよいであろう．普通の遺跡

ではその識別が一般的でかつ妥当な方法だからで

ある．掘立柱建物跡と認識された遺構の多くは，

容易に識別できる赤土を掘り凹めないで，柱穴跡
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が規則的に配置されたものをそうII乎んできたと云

って過言ではないであろう．

その問題を提起する遺跡として太田遺跡の迩構

のあり方があるように思われる．全体図（図－4）

を見ると竪穴住居が西側にあって南西から北東に

直線的に並ぶ．その東側に建物跡とされた六ﾉﾘ形

の遺構が不規則に南西から北東に存在する．南端

にあるS120は北側の壁が残っていて8本柱（六

角形）の竪穴住居がある．この住居跡と建物跡と

されたSB22,30,32,89の4棟は柱の配置（平

面形)，炉のあり方などはI可様で，違うのは壁が

ないだけである．報告書では過物の分布状態から

壁の存在を推測している．これらの建物跡とされ

た遺構は黒土の壁があったと椛測して間違いない

ものであろう．そして正六角形に近い6本柱の建

物跡が北東端に離れて存在し，これがこの遺跡で

最も新しい後期初頭に位置ずけられている．これ

は立派な土器片囲い炉を持っている．これも住居

跡で前記したSB22等と同じような作り方をされ

たものと考えられる．

このように見てくると太川遮跡では‘掘立柱建

物跡と考えられるのはSB63,SB107で炉跡な

どが無く住居跡とは考えられない．しかし，五角

形で柱穴の大きさ．配列が不規則で住居跡と考え

られた構築物とは違いすぎるのである．これにつ

いてはさらに検討が必要と考えられる．

同じ時期の松木台Ⅲ遺跡を兄てみよう（図－5)．

この遺跡で掘立柱建物跡とされたものには平面形

が六角形と長方形がある．六角形の3棟のうち炉

を持つものはSB135の1棟で、8本柱で南側が二

間(4.3m)で3棟の中で最も大きい．他のSB26

A,SB220は6本柱で炉は無い.SB26AのI'6

と26BのP4の切り合い関係から26Bが新しいと

判断される．6本柱の六角形より4本柱の遺櫛が新

しいのである．

長方形の掘立柱建物跡17棟のうちで炉をもつも

のは12棟ある．これらは太Ill避跡|司様に考えると

竪穴住居と見てよいであろう．炉を持たない捌立

柱建物跡は5棟である．これに六角形の炉の持た

ない2棟をくわえると7棟ある．7棟の集落跡での

位置を見るとSB237を除いて'I'央のいわゆる広

場に面している．このなかでSB165は前記した

-10-

ように冬至，夏至などと|乳I係の深い櫛築物と考え

られるので，広場に而する掘立柱建物跡は5棟と

なる.SB233はSB136と|司一の方向を示し，同

時に存在していたと考えることが可能である．S

B136は大木10式古段階とされておりSB233もそ

の時期であろう．残るSB26A．Bと.SB

219.220は広場を挟んで南北にあり，しかも六角

形と長方形の掘立柱建物跡が各1棟存在している．

SB26A．Bの新旧関係は前記したとおりB,す

なわち4本柱の長方形の建物が新しいのである．

この事実をSB219.220に応用するとSB220が

古く,SB219が新しいことになろう．

SB219と220,219と233はその位置i乳l係から同

時に存在しえない．とすると先の新旧関係とSB

233が大木10式の古段階ということから推測する

と,SB220→SB219→SB233という変遷が考

えられる．

広場を中心にして南北に立つSB233．219．

220とSB26A．Bの建物はどんな役割を果たし

た建物であろうか．高床あるいは平地の倉庫，中

心にある土職墓と関係する建物，その他などが考

えられるが，中期の西川遺跡（岩手県紫波lllT）

(注15)の例，後期の大湯環状列石などの例から

みて土城墓と広場との関係が深い建物と考えるの

が最も妥当のように思われる．すなわち先祖を祭

る土峨墓とムラの広場でムラの繁栄などを祈る祭

りが行われたと考えられ，その祭りに必要な施設

のひとつが掘立柱建物であったのではないか，

と思われる．

後期前半になると大湯環状列石，高屋館遺跡，

伊勢堂岱遺跡などのように環状列石が構築され，

それに伴う形で掘立柱建物跡が存在し，その掘立

柱建物には六角形のものと方形のものがある．し

かし数は圧倒的に六角形（6本柱）のものが多い，

しかも炉の伴うものは無い．大湯環状列石の場合

は平安時代前半に降下した火山灰がしっかりと堆

積しており，それによってそれ以前の遺構が保護

されており，環状配石遺榊にある炉跡は黒土の中

であっても確認されている．このような事実から

環状列石を取り巻く掘立柱建物跡には炉が伴わな

いことが確かであろう．とすればこの建物は平地

の建物か，高床の建物であろうと推測される．
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図－5松木台Ⅲ遺跡

8

姉
ｌ
↓
三

雲

Ｊ
一

i'‘匡・

〔つ

旬)｡’
J2m

A区
、
〆
・
句

〃
印

敏宣
5UZl9

ｌ

Ａ
－
Ｅ
Ｉ

Ｕ
一
十
、

。ZI抑

I

輿噺
さ捌旧】

へITO511帆

18 A

－”6
８
一

SlUB
一
Ｊ
一 ＝ ＝－侭三

Ｉ
、
人

等A型
201

、
~．｜‐

騨馴弾
藍I

Z7m

I'3

鰯B2加

趨○⑤
／P3

M1= ﾛ’
’

了
Sl82

庫皇喝琴
zZ5m lbIID

一

S1150

／P

巴

■一一=一・一一一一~

⑲’
‐
ｒ
一小
⑧
洲
坤
１
⑥
十
Ａ
一

鎧 『
潤
剖
屯
寺
子

言雷雨一Ａ
一 Ｅ

師
呂
１
。1。 Sijl65

A
－ユ9.5m

Ｂ
’

ouW
W．I｡

L－－－－－1.
O

_且

-11-
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伊勢堂岱遺跡の例を見てみると，環状列石Aに

伴う掘立柱建物跡は7棟確認されているがそのあ

り方は東に1棟，南東に3棟，南西に3棟で南東と

南西にある建物はそれぞれ2回の建て替えがあり，

同時に存在した建物は多くて3棟，少ない時は2棟

である．環状列石Bに伴う建物跡は9棟で重複も

あるが環状に配置されていたことが分かる．また

環状列石は古代の遺構によって破壊されたと見て

も環状列石Aのように360度の列石はなかったと

思われる．土壌墓を意識した配置と考えられ，大

湯環状列石の万座環状列石の北方で確認されてい

る建物群と土壌墓のあり方，また高屋館遺跡のあ

り方にも近似するように思われる．環状列石Cに

伴う建物群は重複し，環状列石を一周するように

思われる．環状列石Aがもっとも新しいと考えら

れることから，環状列石Aの時期になると建物は

環状に配置されることがなくなり，2～3棟点在す

れば目的がかなったものと考えられないであろう

か．そのような使用にこの時期から変化したもの

と考えることが可能であろう．

環状列石に伴う掘立柱建物は北海道の石倉貝塚

(注16)の例もあり，さらに検討が必要である．

また後期のこの種の遺構は八戸市風張(1)遺跡，

青森市上野尻遺跡などの例を見ると多種多様であ

ることが分かる．

晩期の戸平川遺跡，地方遺跡に見られるような

掘立建物については住居であるという考えも示さ

れているが（注17),遺跡全体から見ると土壌墓

群と深い関係にあると思われるのである．このよ

うに考えると，大きく2群に分かれる土蛎墓群に

それぞれ1棟存在すれば目的が達成できる建物で

あったと考えたいがどうであろうか．その道筋は

伊勢堂岱遺跡の環状列石Aの掘立柱建物の在り方

に求めることができるように思われるのである．

晩期の地方遺跡，戸平川遺跡，虫内I遺跡の掘

立柱建物跡の規模を見ると（グラフ4）地方，戸

平川遺跡のものは面積13㎡以上で大きい．虫内I

遺跡のものは異常に小さいことがわかる．これら

から見ても，同じ晩期であってもその性格や用途

が違っていたことが想像される．

中期後半に出現する掘立柱建物跡の一群は，今

まで見て来たように先祖を祭る|際に必要なものと

－12－

して建てられ使用され続けたものであろう．

外に松木台Ⅲ遺跡のSB165や坂の上遺跡のよ

うに別の目的で作られた掘立柱建物もある．また

方形と6角形の建物もしっかりと意識して作って

いることも大湯環状列石や上野尻遺跡の例から読

み取ることができる．それらは何を意味している

のか今後さらに研究を進める必要がある．

注l秋Ill県文化財調査報告書第2(58集池内遺跡遺椛術

秋川県教育委員会1997年3月

注2秋|Ⅱ県文化財洲査報告書第326集松木台Ⅲ遺跡秋

Ill県教育委員会2001年12月

注3秋Ill県文化財調査報告書第180集東北枇断自動']'.

道秋田線発掘調査報告書Ⅲ－上野台遺跡・寺沢遺跡・半

ｲ[Il遺跡一秋川県教育委員会1989年3月

注4秋Ill県文化財訓査報告書第207集東北枇断自動車

道秋田線発抑調査報告書Ⅸ－太田遺跡一秋田県教育委員

会1991年3j1

注5秋Ill県文化i調査報告書第322集ヲフキ道跡秋|Ⅱ

県教育委員会2001年3月

注6大湯環状列石周辺遺跡発掘調査報告書(4)～(6)，

(10)～(12),(15),(16),(18)鹿角市教育委員会1988年3月

～2002年3)1

注7秋元信夫か「環状|｣石と建物跡-大湯環状列石近

傍に分布する建物跡の分析」よれしる考古第6号、1993年

11J]

注8秋Ⅱ|県文化財調査報告書第198集西I1l地区農免農

道盤備事業に係る11職文化財発掘調査報告書Ⅵ－高屋館

迩跡一秋|Ⅱ県教育委員会1990年3月，小畑厳「高屋節の

喋状列石」よれしる考古第6号．1993年II月

注9秋Ⅱ|県文化11ｲ調査報告書第293号伊勢堂岱遺跡秋

|||県教育委員会1999年9月

注10小阿地-下堤遺跡，坂ノ上遺跡発掘調査報告書秋

Ⅲ市教育委員会1976年3月

注11秋Illll丁秋川新祁市開発幣備事業関係埋蔵文化財発

Hi嗣査報告書一地方過跡，台B遺跡一秋田市教育委員会

1987年3月

注12秋Ill県文化財洲査報告書第29-1集戸平川遺跡秋ⅡI

県教育委員会2000年3月

注13秋Ill県文化財調査報告書第27-1集虫内I遺跡東北

枇断自動車道秋田線発掘調査報告書XXⅢ秋Ill県教育委

員会1998年3月

注1-1秋Ill県文化財洲査報告書第2-11集東北横断自動f-

道秋Ill線発川|調査報告書XⅥ－上谷地遺跡一秋田県教育

委員会199-1年3月，秋Ill県文化財調査報告書第181集八木

迩跡発掘洲盃報告書秋田県教育委員会1989年3月

注15岩手県文化I!ｲ調査報告書第51集『東北新幹線関係

J'l職文化M調査報告書一Ⅶ－」（西Ill遺跡),岩手県教育

委員会1980年3月

注16函館市石倉貝塚一第一分冊A地区本文避碓細一，

函館市教育委員会1993年3月

注17石)1寛「細文時代州立柱建物lil;に関する諸談論」

｢帝塚大学山梨文化M研究所(I叶究報告第16集」1995年5j1
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第2表（松木台Ill遺跡）

六角形

長方形

第3表（上野台辿跡）

第4表（太田過跡）

第5表（太田遺跡）

第6表（地方遺跡）

第7表（戸平川遺跡）

第8表（虫内1世跡）
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唖
哩 概括

SB26A

SB133

SB220

方付

¥-Sfip-E

N-77"-W

N-29-W

間数

l×1

2×1

l×1

規 m(cm)

桁行N340,S340,梁ｲfE200,W200

桁行S430梁行VV205

桁行E27I)梁行N285

姪さ 川I".Ml:

111f
fb6b

紺文上器

〃

焼土it,-跡）

有り

SB13

SB2()

SB26B

SB,89

SB429

SB130

SB219

SB233

SB03

SB136

SB148

SB1(35

SB177

SB212

SB227

SB237

SB246

N-34'-E

N-53--W

N-78-E

N-57-E

N-55-E

Mf-W

N-37MV

N-19'-E

N~8=-E

N-19-W

N-76--E

N-62^F

N-70一一E

N-68-E

N-20-E

N-2ず-E

N-39-E

l×1

l×1

l×1

l×1

l×1

l×1

l×1

l×1

‘〕×1－1

2×1

ワ×1
－1

2×1

ワ×1
－▲

2×1

2×1

2×1

2×1

桁行W315,E250、梁行S250,N200
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桁行S,Nとも320、梁行W.Eとも200

桁行W、Eとも255,梁行S17().S175

桁行W255、E255、梁行SI70、S165

桁行W,Eとも250、

桁行W,Eとも38(1、

桁行W,Eとも300,梁行XI80,S200

桁行WI90+215,E185+210

桁行N210,S270

桁行職270+240.260+260

桁行N245.S265

桁行N265+?、S265+?、梁行E205

桁行W255+255,E255+255、

桁行N200+185,S205+185、

桁行X210+175,S230+150、

桁行l-;280+l90,S3O0+210

梁行5250.X205,桁行W190+255.E200+175

梁行蕊210,W215、桁ｲrW205+',桁行S215.m

4行N,Sとも220

4行N,Sとも3211

ｲーI:N255,8255

rW245.E250

行聯205,E170

405

細文土器、ィi器外

細文止

淵u文1

細文士；

liliし

細文士；

純文士；

純文土；

純文士器、IM盤状上

↑fna外

1群ｲi，I'llきイi外

It:-し

細文k器、イi核

純文上
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■
叩
『
ｍ
ｑ雌文t器
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’
二
Ｔ
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、ィi箆外
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有り
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要検討

り
酒
．
汀
刀

辛
牛
‐
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1脈1
．hh泊し
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I鵬1
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有<0

瞳樵端

SB2-11

SB2-12

方位

Ⅸ-32夢-m7

間数

2×1

l×1

M1 m(cm)

桁行200＋200,梁11-25(1

160,180

lfさ(〔''1）

4()0

Hi
’二！

｢1口

細文土器

焼上

2カ所(炉）

世描瑞

SB22

SB30

SB32

SB89

方位

X35-E

Kf-2S-1

N-40--E

X-35-i-

|川数

2×1

2×1

2×1

2×1

規 棋(cm)

111央部相HKli'liilD180.煙'llll約230.IliilulOm
今 460,'-230.*10.1ni

多 480,'-250,''10.7㎡

〃 470，〃260，ヶ

良さ1cm

480

460

480

470

出I"MM

純文-’

細文士

純文士

拙文土器I'MIDI後半）

('|リリ｣後半）

（〃）

(〃、晩期）

焼土

2カ所

2カ所

ワ,~~'一＝力〃1．

ワ，~~'一一刀〃1．

｜
Ⅲ
、
Ⅱ
一
｜
Ⅲ
、
Ⅲ
一

遺柵名

SB(i3

SB107

方位

N-34-E

N~13o-E

間数

l×1

2×1

規 棋(cm)

kiiii480(5f(rm点まで)、短Ill約̂250,Illifu9.8m

Iitt350(")、煙H約180.lllifuS.7ra

k5luu

430

35(〕

iti
1コ

111.1

細文土器(iI'lBJ後半）

純文土器（〃）

焼二l皇

価

伽

過構竿，
口
汚
〕

１
１

ロ
万
ワ
ー

3号

4
Tコ

ーケ

口
巧
）

戸
へ
〕

方 位

X-39-E

N-30"-E

X-60劃-E

X-16u－E

N-3.3'-E

|川数

l×1

l×1

l×1

l×1

l×1

規 11(cm)

外il'MSm,南北4.2m，掘り形約48～64cm,深さ1.0～l.lm

lOTRSm,i櫛北4｣m，掘りj|珍約51～60cm,深さ80～90cm

4ilS3.3m.南北4」m，掘り形約長径22～36cm,深さ70～110cm

束凹3.3m，南北41m、掘り形約12～50cm,深さ.)8～70cm

束凹4.7m,i櫛北4.7m、掘り形約-50～55cm，深さl.lm

柱恨跡

東、l|iiii25cm

北・束25～30cm

北西・南東約32cm

南西30cm

4本ともに約25cin

辿描端

SB160

SB161

SIM02

SB103

SB164

方位

N-5ゴーE

X-6.5-E

N-10-F.

X-17.-E

X-32~-E

|川数

2×1

l×1

l×1

l×1

l×1

挑 棋

¥{i北,4.6m.東西3.7m，棚り形60cm，桃痕跡-20～lOcm

i!:北5m,東凹4.3,4.6iii,掘り形l.lm，深さI.Gin，イ1択商経40cmI高さ50cm残存）

ItJ.I上4.5m,4.1m，」,|』;i|4.4m,4.5m、IKり形llll，深さ50cm，（晩"M'#n

I怖北3.7m，東西4m，掘り形60cm～70cm、深さllll

Ill北3.6m，東西llll、棚り形70cm、深さ60cm～80cm

過構名

813-1086

SB419

SB420

SB430

方位

N-40-E

N-83--E

X-25』-E

N-70o-E

間数

l×1

l×1

l×1

l×1

規 棋等

六角形、1-11北70cni.80cm、束l'y"80ciii.96ciii,l<'iltll20cm.深さ21～28cm

六角形、l桝北3m,2.8m，束S3m,2.5m,2.8m，長軸14.4m．深さ55～7ocm

町形、I櫛北1．5m,iJil'44.7iii，長叩12.4m,深さ13～30ciii

町形、南北0.68m,JlillW0.68iii，長'Wl1.26m,深さ11～16cill




